
講演内容
「森と人の歴史」（津田 吉晃）
「花蜜を利用する生物」（平尾 章）

　国際植物の日（Fascination of Plants Day）「５月 18 日」
は国際的な事業として欧州植物科学機構（European Plant 
Science Organisation; EPSO）のもと、2012 年に始まりま
した。この活動をとおして、世界中の人たちと一緒に植物
の大切さを見直し、様々な分野における植物科学の重要性
をあらためて考えていくことを目的としています。
　また、「５月 22 日」は国際連合により国際生物多様性
の日に定められています。
　これにちなみ、菅平高原実験センターでは、本センター
教員による講演と、センター内での野外観察会を行います。
新緑の菅平高原で、植物や生物多様性について考えてみま
せんか？

定　員　　３０名（先着）
参加費　　無料（別途保険代５０円）
持ち物等　長袖・長ズボン・歩きなれた靴・防寒着・雨具・昼食
　　　　　雨天開催（内容一部変更有）

申込受付期間　5 月 9 日（月）～ 13 日（金）９時～１７時
   申込方法　 電子メールまたは FAX にてお申込ください。
　　　　　　　  参加者全員の氏名と住所、代表者の電話番号・FAX 番号・メールアドレスをご記入ください。

　申込・問合せ先　 筑波大学菅平高原実験センター（担当：佐藤美幸）
　　　　　　     電話：0268-74-2002　　FAX：0268-74-2016
　　　　　　     電子メール：ikimono@sugadaira.tsukuba.ac.jp　　 

高原の植物観察
～森と草原から学ぶ歴史と多様性～

日時　平成２8 年５月 22 日 ( 日 )
　　　　  受付開始 10 時～　講演開始 10 時半～　終了 15 時

 会場　筑波大学菅平高原実験センター
     　　　　　　　　    　 　（長野県上田市菅平高原 1278-294）

新緑鮮やかな樹木園


